
「空家法」と「2023改正空家法」

防災、衛生、景観等の地域住民の生活環境に深刻な影響を及ぼしている空

き家については、空家法に基づき「特定空家等」として、市町村から助言・

指導、勧告、命令、代執行の措置を講じられる場合があります。指導に従わ

ず勧告を受けた場合は、固定資産税の住宅用地特例が解除されるほか、命令

に従わない場合は、50万円以下の過料が課されるおそれもあります。これが

2015年に施行された「空家法」の内容です。

また、2023年12月13日より施行された「改正空家法」では、市町村は、

放置すれば特定空家等になるおそれがある空家等を「管理不全空家等」とし

て、指導、勧告することができるようになりました。

特定空家等だけでなく、勧告を受けた管理不全空家等の敷地も固定資産税

の住宅用地特例が解除されます。
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